
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

□実施要綱第２０条第７項に基づく活動の取組状況報告  

  １．美しい景観づくり 

  ２．魅力ある観光空間づくり 

  ３．活力ある地域づくり 

 

□平成２２年度活動報告への助言に対する平成２３年度の活動状況 

  ４．情報発信 

  ５．民間企業等と連携した取組支援 

  ６．道の駅との連携強化 

  ７．人材育成等 

 

  

資料１ 

シーニックバイウェイ北海道 

平成２３年度の主な活動事例 

（各ルート活動団体、推進協議会、各行政連絡会議、支援センター） 



 

 

① 支笏～洞爺～ニセコを繋ぐ「シーニックナイト 2012」 （H24.2.11、約 3000 人） 

- ニセコ駅前温泉周辺に約 5000 個のキャンドル点灯(H24.2.18～2.26、約 300 人) 

- 道の駅「そうべつ情報館 i」でのキャンドル点灯と 

壮瞥町天文同好会による講話と天体観測(H24.2.4、約 80 人) 

 【支笏洞爺ニセコルート】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ウィンターサーカスの開催 (H24.2.11～12、砂川ＳＡなど 7 箇所、約 3000 人) 

- 芸術家（モダンアート）と地域と融合による雪のモニュメント 

- 小学校での雪のワークショップ（3 会場）（H24.1.31、2.4、2.11、約 40 人）   

 【大雪富良野ルート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 千歳ウェルカム花ロード ver.9 （H23.5.31、約 480 人）    【支笏ニセコ洞爺ルート】 

 

 

 

 

 

 １．美しい景観づくり 



④ 北海道現生種「エゾカンゾウ」のタネ採取からの花壇整備 （Ｈ23.6.8、30 人）  

【萌える天北オロロンルート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 景観診断プロジェクト(H23.10～H24.3、21 人)   

- 留萌南部（留萌市、増毛町）を対象に景観改善の検討を実施 

 

 

 

 

 

 

     【萌える天北オロロンルート】  

 

⑥ 利尻町一円の沿道の清掃（H23.4.25、約 100 名） 

と稚内空港での除草・花植（H23.6.11 約 80 人）  

【宗谷シーニックバイウェイ】 

 

 

 

 

 

 

  

⑦ 「そららの森 植樹会」 （H23.10.15、30 人） 

- カーボンオフセットと自然再生の森づくりを目的に H22 年度より継続して実施 

【釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

① シーニックデッキの創出 （H23.4～10）  

     -ドライブ観光客を対象に景観の良い場所（全 10 箇所）にデッキを設置 

【東オホーツクシーニックバイウェイ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 稚内市内の地域資源を活かしたﾌｯﾄﾊﾟｽｺｰｽの整備及び PR 活動（H23.4～H24.2）   

        【宗谷シーニックバイウェイ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 道路敷地を利用したシーニックカフェ美蔓パノラマパークの実施 

 【十勝平野・山麓ルート】 

 

 

 

  

 ２．魅力ある観光空間づくり 



 

 

 

① タカラモノ☆プロジェクトモニターツアー (H 24.1.28～1.29、25 人)        

【支笏・洞爺・ニセコルート】 

  

 

 

 

 

 

 

② ｢シーニックマルシェ｣in 網走、清里   

   H23.9.11：｢道の駅流氷街道網走｣（約 800 名） 

H23.9.17：｢道の駅パパスランドさっつる｣（500 部）          

【東オホーツクシーニックバイウェイ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ モニターツアー｢親子で行く南十勝のクリスマス｣（H23.12.10～12.11、31 名）       

 ―学校シーニックの取り組みにより提案されたおすすめ箇所をめぐるモニターツアー 

【南十勝夢街道】 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ トカプチめぐり券 (H23.7～11、販売枚数 330 枚)      【トカプチ雄大空間ルート】 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．活力ある地域づくり 



⑤ 札幌南オータムフェスティバルー（H23.9.18～9.19、10,121 人）    

【札幌シーニックバイウェイ 藻岩山麓・定山渓ルート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○助言に対する平成２３年度の活動状況 

平成２２年度活動報告への助言を踏まえ、各ルートの活動団体及び関係行政

機関は、シーニックバイウェイ北海道の持続的推進を図るべく以下の項目につい

て重点的に取組を展開した。 

なお、具体的な活動状況については、次項を参照されたい。 

（１）情報発信・PR の強化 

  １）道内の交流促進：札幌駅前地下歩行空間及び道の駅での情報提供、 

旅行専門誌での掲載など 

  ２）道外、海外の交流促進：道内主要空港での情報発信、北海道フェアでの情報発信 

  ３）ホームページのリニューアル 

（２）民間企業と連携した取組支援 

   北海道、株式会社ローソン、シーニックバイウェイ北海道の協働企画「北海道グルメフ

ェア」を展開するなど、平成２３年度においても継続的に民間企業と連携した取組支援を

実施。 

（３）道の駅との連携強化 

「道の駅」との相乗効果を高めるため、シーニックカフェ等を絡めたスタンプラリーの開

催や道の駅でのウインターサーカスパネル展を行うなど、相互に観光・地域情報を発信

し関係機関による支援体制の強化を展開。 

（４）人材育成 

全道フォーラムや全道ルート代表者会議などによる活動団体相互やルート審査委員

等との意見やノウハウ交換を実施することに加え、活動団体が講師となったセミナーを

開催し、活動団体へ向けた人材育成を行うなど新たな取り組みを展開。  

【助言】 

シーニックバイウエイ北海道の持続的推進を図るため、引き続き情報発

信や PR 活動等によるブランドの形成、地域への浸透に努めるとともに、地

域ビジネスの展開、人材育成等によるルート活動の基盤強化や幅広い関

係機関による支援体制の強化に取り組まれたい。 

特に、本格実施から６年が経過し指定ルートも拡大、地域特性に応じた

多種多様な成功事例や、課題等も明確になってきていることから、それら

を共有しシーニックバイウェイ北海道をさらに活性化させる方策を検討され

たい。 

 平成２２年度活動報告への助言に対する状況報告 



 

 

 

① 札幌シーニックバイウェイルート認定記念カレンダー２０１２（１０，５００部）  

【札幌シーニックバイウェイ 藻岩山麓・定山渓ルート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 情報拠点の運営（西神楽、美瑛、上富良野）（通年運営） 

【大雪・富良野ルート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 大雪・富良野ルートパネル展の実施（旭川空港：H23.8.20～8.28、H24.1.21～2.12） 

【大雪・富良野ルート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 情報拠点シーニックカフェの連携 

―ルート内５箇所のカフェが連携し、情報拠点としてドライブ情報等を発信 

【釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４．情報発信 



⑤ 地域情報受発信プロジェクト  

－「オロロン手書きマップ」の発行、 

BS 朝日「新しい道をゆこう。（２０１１年１１月９日放送） 

【萌える天北オロロンルート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 観光案内所情報交換 

－イベント・花・グルメなどの情報を月初め及び週２～３回のデイリー情報を発信。 

【宗谷シーニックバイウェイ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ オフィシャルホームページでの情報発信（年１２万アクセス）及びリニューアル 

 

        【旧 Web サイト】                 【新 Web サイト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑧  ドライブ観光情報誌 「Byway」の配布（年３回発行、各号 15 万部） 

   発行：北海道ドライブ観光推進コンソーシアム 

- 推進協議会構成機関関連施設等での「Byway」の配布    

- 道外の空港（羽田空港、成田空港）やフェリーターミナル、アンテナショップで配布 

 

 

 

 

 

 

 

      ※「Byway」は経済産業省の「地域集客・交流産業活性化支援事業」により制作しました。 

⑨ 札幌駅前地下歩行空間における情報発信  （H23.9.26～10.10）   

－北海道森林管理局とシーニックバイウェイ北海道による 

国有林の魅力や各ルートのイベント情報を PR 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 札幌駅前地下歩行空間における情報発信  

－北海道観光支援キャンペーン(H23.4.28～10.31) 

    札幌シーニックや全道のルート活動団体が参加し、特産品販売や PR を実施 

－Shelf Byway（シェルフ・バイウェイ） （H23.11.5～12.4） 

－北海道“みりょく“はっしんプロジェクト「冬の北海道へ」（H24.1.23～3/31） 

         全道各ルートの冬の取組を特集し、ポスター・パンフレットを展示し PR 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■北海道観光支援キャンペーン 

■Shelf Byway（シェルフ・バイウェイ） ■北海道“みりょく“はっしんプロジェクト 



⑪ 道内空港における情報発信 

－道内主要空港１０箇所において、観光情報・地域情報を積極的に発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫  北海道フェア in 代々木 ～ザ・北海食道～（H23.9.30～10.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑬ 札幌モーターショー２０１２でのシーニックバイウェイ北海道 PR （H24.2.17～2.19） 

－ドライブ情報紙（Byway）配布部数：７，１００部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭  北海道じゃらんでの「シーニックカフェ情報」の紹介（H23.8 月号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館空港帯広空港 たんちょう釧路空港



⑮  どうしんウェブ（北海道新聞社）での情報発信（おすすめポイント、イベントなど） 

        －各ルート協力のもとシーニックバイウェイ支援センターが取材、情報を提供 

 

 

 

 

 

 

 

        ※URL http://www.hokkaido-np.co.jp 

⑯  シーニックドライブマップ（１万部） - 全道道の駅、商船三井フェリー等で販売 

⑰  シーニックプレス -各ルートの冬のイベント紹介(H23.11、1,000 部) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 北海道グルメフェア（北海道×ローソン×シーニックバイウェイ北海道） 

－北海道、株式会社ローソンとの協働企画 

携帯サイトにて各ルートのイベント情報を提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 企業のロゴ等の掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑯ 

 ５．民間企業等と連携した取組支援 

■南しりべし「道の駅」スタンプラリー ■シーニックドライブマップ 

⑰ 



 

 

 

① シーニックバイウェイ北海道と道の駅の連携 

－道内６地域でスタンプラリーを実施(H23.6.17～10.31)、 

           道の駅 46 箇所、シーニックカフェ 13 箇所、空港 3 箇所、SA・PA3 箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 大雪・富良野ルートと道の駅の連携 

－ウインターサーカスパネル展(H24.2.11～2.12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 十勝シーニックバイウェイ連携フォーラム（H23.10.2/道の駅なかさつない） 

 ④ 懐かシーニックパネル展 in 道の駅「摩周温泉」（H23.11.1～12.31） 

 

 

 ６．道の駅との連携強化 

シーニックカフェ ちゅうるい 

道の駅「自然体感しむかっぷ」 

道の駅「あさひかわ」

③ ④ 



 

 

 

① 全道フォーラム２０１１ （H23.12.3、220 人） ／全道ルート代表者会議（H23.12.3）  

～ これからの活動の方向性、ルート間の連携強化 

       ※開催の様子については、TVH どうしんニュース・北海道新聞に掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② Byway コミュニティ会議（H23.12.4） （主催：北海道ドライブ観光推進コンソーシアム）   

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 学校シーニックバイウェイの実施                      【南十勝夢街道】 

- 将来の地域経営を担う人材の育成、子供目線による地域の魅力発信 

- 忠類小学校の総合学習の一環として、子供達による“地域マップ”を作成 

 

 

 

 

 

 

 

④ 着地型観光セミナー（Byway トラベル WG） (H24.3.6、約 20 人) 

 

 

 

 

 

 

⑤ 本州からの視察 

- 成田空港共栄・共生会議、静岡県議会自民改革会議 

 ７．人材育成等 

⑦  

地域マップ


